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学校関係者評価
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・学校が楽しいという回答が94％以上，相手を思いやった
言動がみられるという回答が93％以上である。（児童・保
護者・教職員アンケート）
・友達に優しくされているという回答が80％以上である。
（児童アンケート）

楽しい
児童：94.4％
保護者：91.8％
教職員：100％

やさしい
児童：94.6％

B

・各学級で「きらきら言葉」「ちくちく言葉」を考える取組を
行い，自分たちの言葉遣いや人間関係について見直す
機会を設ける。
・休み時間の様子やあのねタイムから一人一人の情報を
集め，気になる児童に対してはより丁寧に様子を見守っ
ていく。

楽しい
児童：91.6％
保護者：94.8％
教職員：100％

やさしい
児童：91.9％

B

・各学級で話し合った「きらきら言葉」「ちくちく言葉」を確
認したり見直したりしながら，気持ちのよい言葉遣いを意
識付けしていく。
・アセスや日頃の様子などから得た一人一人の情報や困
難さをもとに見守っていく。また，人間関係や周囲の印象
が固定化されやすいので，児童の前向きな変容や成長
を認め，紹介していく。

基準は概ね達成されており一定の成果があったとして自己評価は妥当である。学校
では、一人一人の児童を認め、大切に指導していることがわかる。今後もそういった
姿勢を示していただき、保護者と信頼関係を構築しながら児童への指導を継続して
欲しい。昨年度と同様に学校が「楽しくない」と回答している児童への個別相談に応
じる体制を整え、児童の「楽しい」が100％になるように目指してほしい。
改善策の「前向きな変容や成長を認め、紹介していく」という取組みは、人間関係や
周囲の印象が固定化されやすい中で、児童の前向きな変容・成長を認めてくれると
いう点に期待ができる。一方で、個人が特定できるエピソードの取り扱いには十分に
注意をしてほしい。
「きらきら言葉」「ちくちく言葉」を考える取組みを通して、児童は自身の言葉遣いや、
人に対する言葉の大切さを学び、「思いやりの心」が醸成できていると思う。互いに
「優しくされている」と感じることは、児童にとっては安全で安心な学校生活を送る基
礎となるので非常に重要な内容である。

・学校はいじめの対策等，人権に配慮した対応をしている
という回答が82％以上である。（保護者アンケート）

保護者：76.2％

B

・言葉遣いを見直す学級活動や，人権週間中の取組など
の様子や児童の課題を，学校便りや学年便り等で保護
者に向けて発信する。

保護者：75.5％

B

・２学期に言葉遣いついて話し合った内容等を，日々繰り
返し確認しながら，人権意識を高めていく。
・人権に関わる取組や，人間関係・コミュニケーションに
関わる取組を，引き続き学校便りや学年便り等で，保護
者に向けて発信していく。
・保護者アンケートの問いが保護者にわかりにくいと考え
るので，次年度は「学校は児童の人権意識向上に係る取
組をしている。」といった問いに変更する。

基準は概ね達成されており、さらなる改善点が検討されてることから自己評価は妥
当である。人権意識を高める取組みや人間関係に対する児童への指導は十分にで
きていると思う。保護者の理解は得られつつあると思うが、保護者は児童を通した情
報によるところが多く、学校での取組みを正しく掴み取れていない部分もあるので、
教職員から保護者への発信を今後も引き続き行ってほしい。
学校の様子は学校便り等から判断できるものが多い中で、保護者にとっては人権に
配慮した対応をしているのかについて「わからない」との回答が多く、この点に関して
アンケートの問いの変更を行う対処をした点は評価したい。
最後に、今年度はイベントや企画、交流等に制限が少なくなっている反面、後半の学
級閉鎖の増加の影響か、心の余裕が児童・生徒ともに少なくなっていることに懸念が
ある。学校と家庭が連携をしながら、子どもの心の醸成を行ってほしい。

②すきだ山手小学校運動を通し
て，礼儀正しい児童を育成する。

・挨拶や返事がよくできるという回答が児童85％以上，保
護者72％以上である。（児童・保護者アンケート）
・履き物をそろえるという回答が児童88％以上，保護者
55％以上である。（児童・保護者アンケート）

挨拶・返事
児童：85.9％
保護者：74.5％
履き物
児童：87.9％
保護者：53％

B

・挨拶や履き物揃えが週目標になる月初めに，挨拶や履
き物揃えについての「きらりカード」を推奨していく。
・履き物揃えの週目標に併せて，家庭でも取り組めてい
るかを「がんばりカード」で確認するとともに，家庭での効
果的な取組を保護者から募集し，学校便りや学年便り等
で紹介する。

挨拶・返事
児童：83.2％
保護者：75.5％
履き物
児童：89.5％
保護者：53％

B

・挨拶が週目標になる際に，登校班の６年生を中心に挨
拶ついての「きらりカード」を推奨し，集合場所や登下校
中の挨拶を盛り上げていく。
・履き物揃えに関しては，家庭から寄せられた効果的な
取組を保護者に紹介する。また，週目標に併せて，保護
者の効果的な取組を参考にしながら，児童に具体的な方
法やめあてを考えさせていく。

「すきだ山手小学校」については、あいさつ、返事、履物、掃除等、生活習慣や人
間関係に関する重要な事項が盛り込まれており、概ね基準が達成されているこ
とから、自己評価は妥当である。あいさつについては、対保護者では児童が消極
的になりがちであり、児童同士でしっかりとあいさつを交わしていくことを盛り上
げることも大切ではないか。また、家庭内での「いってきます」「ただいま」といった
あいさつができていないことがあるかもしれない。家庭環境によっては、家庭内
でのあいさつの機会が少ない児童もいると思うが、あいさつの意義・素晴らしさに
ついての指導を引き続きお願いしたい。あいさつのもたらす効果について認識し
てもらい、「いつでも・どこでも・だれとでも」あいさつができるようになってもらいた
い。家庭・地域・学校で同様のあいさつができるように、大人が児童に対してあい
さつを率先して行うことを今後も続けていく必要がある。掃除や履物については、
「学校でも家でも」という意識の醸成を引き続きおこなってほしい。
　「心プロジェクト」では、行動面を基準として評価されがちだが、「心」という情緒
や認知について、「なぜその行動するのか」という根本を児童に伝えようとする学
校の姿勢を継続して行ってもらいたい。

・「授業で学んだことがよく分かる」という回答が８０％以上である。
（児童アンケート）
・「お子さんは，学校での学習内容を理解している」という回答が８
０％以上である。（保護者アンケート）
・「国語科・算数科の単元テストにおいて，正答率が８０％以上であ
る」という回答が８５％以上である。（教職員アンケート）

児童：94.6％

保護者：84.4％

教職員：85％ A

・『岡山型学習指導のスタンダード』を全教員が再確認するとと
もに,今後，授業改善に取り組んでいく。
・引き続き，児童がふり返りがしやすい，教員が評価できるめ
あてを考えていく。
・ふり返りの時間を確保したり，ふり返りの仕方を工夫したりし
て，自分の学びに気付くことができるようにしていく。

児童：90.4％

保護者：83.6％

教職員：100％ A

・教員の授業改善は進んでいるが，どの学年も，学習内容が
難しくなることもあり，児童の評価がやや下がっている。今後，
児童の実態に合わせて既習事項の復習や小テスト等を行い，
学習内容が定着していくようにしていきたい。
・引き続き，「ふり返り」の書き方や視点を提示する。授業で分
かったことを自分の言葉で書くことにより，学びを自覚したり，
できたことを実感できたりするようにしていきたい。

基礎学力の定着をしており効果を挙げているので自己評価は妥当である。基礎
学力の向上が図られていることは教職員の努力の賜物である。今後も個々の児
童のニーズを意識して、児童理解に基づいた授業計画・実践・改善を行ってほし
い。「めあて」と「ふりかえり」がしっかりと行われることで、児童は学びへの気づき
が促されるので、改善策にもある「学びを自覚したり、できたことを実感できる」こ
とは是非、取り組んでほしい。児童の実態に合わせて、学びに向かう姿勢の醸成
の取り組んでほしい。

・「自分の考えや思いをわかりやすく話したり，書いたりできるように
なってきている」という回答が８０％以上である。（児童・保護者・教
職員アンケート）

児童：87.4％
保護者：76.2％
教職員：78.3％

B

・ペアトーク，グループ学習，発表の中で児童の聞く力や聞く態度を
育てることで，表現したい気持ちを高めていくようにする。自分の考
えや思いを適切に表現できる児童の育成を目指して，各学年の発
達段階に合わせて，山手っ子タイムや国語の時間等を使って取組
を行い，情報共有をする。

児童：86.9％
保護者：72.2％
教職員：100％

B

・聞く側の反応，ペアトークの前後の挨拶，条件をつけての話合い，
選択肢を与えての話合い等，行ってきた。日記，作文，新聞記事，
行事の作文等，書くことの経験も重ねてきている。教員のコメントで
称揚したり，良い物を全体へ紹介することで自信につなげていきた
い。

児童が表現する力は向上しているので自己評価は妥当である。自分の考えや思
いを話す、書くことは、今後の学びの基礎にもなる。自身の考えを表現する際に
は、考えをまとめ、適切な言葉を選び、そのことが聞き手や読み手にどのように
伝わるのかという複数の視点が必要となる。そういった視点を醸成する仕掛けを
聞く力や聞く態度を育成することで、互いに学び合う姿勢を構築していることは素
晴らしい。特に、ペアトークやグループ学習にも工夫や努力が見られる。書き方
や視点等児童へのサポート・指導が素晴らしいので自信をもって今後もこの取組
みを継続してほしい。

④ＩＣＴやユニバーサルデザインの
視点を取り入れた授業づくりを意
識する。

・「学校で，進んでパソコンを使って学んでいる」という回答が８５％
以上である。（児童アンケート）
・「一人一台のパソコンを使って，児童の学んでいく姿勢を育ててい
る」という回答が８５％以上である。（教職員アンケート）
・「視覚的支援，感覚を使った活動，半具体物の活用等ユニバーサ
ルデザインの視点を取り入れた授業改善に取り組んだ」という回答
が９５％以上である。（教職員アンケート)

児童：93.4％

教職員：86.9％

教職員:100％
A

・児童の黒パソコンを意図的，効果的に使い，どんな活
動に使ったかを学年団で情報交換を行い，同じ取組がで
きるようにする。
・指導系統表に基づきながら，児童のパソコンの活用能
力が高まっていくようにする。
・夏季休業中に情報担当が行った研修を各学年で取り組
む。

児童：91.9％

教職員：100％

教職員：100％
A

・黒パソコンの使用は，高学年では，教員が使う場面を示
すのではなく，子どもが使う場面を選んで使用することを
目指して取り組んできている。社会，国語，総合等で，ま
とめる，調べる時，パソコンを活用することができるように
なってきている。
・同じ学年では，同じ活動が経験できるよう，情報交換を
行い，学年末に向けて取り組んでいきたい。

一人1台端末を用いて児童の学ぶ姿勢を育て、視覚的にもユニバーサルデザインの
視点を取り入れた授業を実施していることから、自己評価は妥当である。今後も、
日々の授業を積み重ね、ICTを用いた授業展開を工夫していってほしい。昨年度と比
較して「進んでパソコンを使っている」ことができていない児童が減少していることは、
教員の指導の賜物ではないか。同じ学年でパソコンのスキルや授業の取組みに差
が出ないよう、情報交換を行い、児童に対する配慮も行ってほしい。パソコンを利用
した授業では、児童が学習教材の一つとして活用している場面がうかがえた。視覚
的にユニバーサルデザインを取り入れた授業については今後も工夫をしながら導入
してほしい。
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学校経営目標 具体的計画 令和４年度の達成基準

①「だれもが行きたくなる学校づく
り」の実践や「特別な教科　道徳」
の授業を通して，思いやりの心や
自己有用感を育成し，安心して学
校生活を送れるようにする。

③授業改善を図り，基礎学力の定
着と，適切に表現できる児童の育
成を目指していく。
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⑤家庭学習の定着と，児童の発達
段階に応じた取組をしていく。

・「家庭学習に（10×学年＋10分）以上に取り組んでいる」という回
答が，保護者７０％，児童８０％以上である。（児童・保護者アンケー
ト）

児童：80.5％

保護者：72.5％

A

・週末課題等で，新聞記事を読む活動や，学力を向上の
ためのプリントに取り組ませていく。
・自主勉強の内容を充実させるための取組をメディアコン
トロール週間に合わせ，3年生以上が学年単位で行う。

児童：82.2％

保護者：71.3％

A

・週末には，学年ごとに日記や自主勉強等，課題を増や
し，学習時間が確保できるよう，取り組んでいる。３年生
以上が学年単位で自主勉強の内容を充実させる取組を
行ったことで，内容の工夫が見られている。引き続き，花
丸ノートの掲示をし，啓発していきたい。

家庭学習の取組みについては児童が行えていると認識しており、自己評価は妥
当である。特に、花丸ノートの掲示により、児童の意欲を盛り上げ、やる気・自主
性を育てている点は継続して行ってほしい。
家庭学習の定着は、家庭環境や保護者の考え方により難しい場面もある。特
に、自主勉強で何をするのかが家庭によって考え方が異なるが、取組み事例や
花丸ノートの紹介は、各児童にとって学びのヒントとなると期待する。学校では
様々な工夫や仕掛けをして児童の学力の向上に努められている。今後は、時間
にだけ焦点を当てるのではなく、質的にも身につく学習となるように指導を期待
する。一方で、課題が増えすぎることのないよう調整をお願いしたい。
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